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～Kawasaki City Archives News～ 

 ・自明治廿六年 至同廿八年 町会議事録 
 （明治26年から28年までの川崎町議会の議事録） 
 
 明治28年（1895）の町会議事録には、横浜から川崎町を通り大師河原村に至る電気鉄道

の敷設願いが記録されています。この願いは可決され、4年後の明治32年1月21日には、東

日本で初めての電気鉄道が開通し、現在の京急大師線の前身となりました。 
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かつての川崎を訪ねて 
 ～「川崎市史」の紹介～ 
  
 市史にはたくさんの川崎が詰まっています。

遺跡の記録に始まり、竣工４００年を迎えた

二ヶ領用水の起源、映画のまち川崎の移り変わ

りなど、あまり知られていない歴史を写真や図

表を使って分かりやすく紹介しています。 
 
（川崎市史通史編１より） 

 わが町川崎は、山梨県笠取山の山頂近くに源

を発する多摩川の下流域の右岸、文字通り川の

崎に形成された約三十キロメートルにおよぶ細

長い地域である。このうち北西部（多摩・麻生・宮前・高津区と中原の一部）は、洪積層と

いう古い地層の丘陵、南西部（幸・川崎区と中原区の一部）は比較的新しい沖積層という平

地からなり南東部は東京湾に面している。 

とあるように、川があり丘陵がある川崎は、遺跡が３００か所以上確認されており、黎明期

から住みやすい場所だったのでしょうか。一番古い記録には昭和３９年には今から約２６，

０００年前の旧石器時代に類似する石器が北部地域で、正式な発掘ではないものの確認され

ており川崎での最古の人影の痕跡を伝えるものでした。 

 市史を読んでからまちを歩いてみると、今までとは違った川崎に出会えるかもしれませ

ん。市史をお読みになりたい方は、市内各区図書館または公文書館まで。 

 

※川崎市史・・・資料編１・２・３・４上・４下・別編民族 各４，５００円 

        通史編１・２・３・４上・４下      各４，３００円 

        公文書館・市役所本庁売店で好評発売中 

講師：小宅 里美（当館非常勤嘱託員） 

   古文書、はじめの一歩  
  

 8月28日から3回にわたり、はじめて古文書を読

む方を対象に「村の年貢や土地の古文書」をテキ

ストに入門講座を開催しました。平成18年から講

座を開催していますが、今年度は例年以上の応募

があり、厳正な抽選の結果、30名の方々に受講し

ていただきました。 

 入門古文書講座で使用した資料は、公文 

書館で５００円で販売していますので、 

お問い合わせください。 
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  こもんじょの種⑨   ～ 古文書の異体字と合字 ～ 
  

 江戸時代の古文書には、現在使われている漢字とは異なる字体のものがあります。異体    

字（いたいじ）と合字（ごうじ）です。 
 

 異体字 … 漢字や仮名において同字ではあるが、標準と考えられている字体と違ったかた     

      ちをとるもの   

      例） 
 
 
 

 

合字は … 複数の文字を１つの文字で表現する文字 
     例） 

 
 

 

 

 異体字・合字ともに、今日ではほとんど目にすることは 

ありませんが、古文書を読むときは意識して解読する 

必要があります。 

日本でつくられ

た「峠」「辻」

などの国字にも

気をつけてみて

ね！  
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～このコーナーでは、公文書館のまわりの風景をお届けします～ 

◇開館時間 
 午前８時３０分から午後５時まで 
 

◇休館日 
 毎週月曜日 

 国民の祝日（国民の祝日が月曜日の場合は翌日） 

 年末年始（１２月２９日から１月３日まで） 
 

◇利用方法 
 市政資料室の資料は自由にご覧いただけます。それ以外の資料は、目録で検索し事務室にお 

申し出ください。ただし、資料の外部への持ち出しはできません。 

 資料等の複写サービス（実費）は、館内のコピー機がご利用いただけます。 

 公文書の閲覧については、情報公開制度により行います。 
 

◇交通のご案内 
 【バスの場合】 

 ○ＪＲ南武線・東急東横線「武蔵小杉駅」バスターミナルから 

  市バス・東急バスとも「市営等々力グランド入口」下車すぐ 

 ○ＪＲ南武線「武蔵溝ノ口駅」・東急田園都市線「溝の口駅」駅前（北口）から 

  市バス・東急バスで「市営等々力グランド入口」下車すぐ 

 

 【徒歩の場合】 

 ○ＪＲ南武線「武蔵中原駅」から約１５分・「武蔵小杉駅」から約２０分 

 ○東急東横線「新丸子駅」から約１５分 

 ホームページのトップ

ページは、その月、その

季節や出来事に合った史

料に毎月変えています。 

 ぜひホームページにも

遊びにきてください。 

川崎市公文書館 
〒211-0051 川崎市中原区宮内４－１－１ 

電話  ０４４－７３３－３９３３ 

ＦＡＸ．０４４－７３３－２４００ 

E-mail 16koubun@city.kawasaki.jp 
ホームページ http://www.city.kawasaki.jp/16/16koubun         

公文書館の散歩道 

  
 連日の猛暑のあと、ふと振り返る夏の日々は毎年少しずつ変わっているよ

うな気がします。池の上を飛ぶコアジサシが少なくなり、その代わりに野生の

インコが電線を占領しているのに驚きます。 

 先日、公文書館の正面のガラスに衝突して気絶

したのもインコでした。よく見るインコはワカケホンセ

イインコでペットとして飼われていた鳥が野生化した

ものでしょうか。散策中、インコにカメラを向けてい

る方をよく見かけます。にぎやかな声をあげて木々

を渡るインコが、今ちょっとしたブームです。                    

※ワカケホンセイインコ

の写真は夢見ヶ崎動

物公園（幸区）で撮影

しました。 


